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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信託期間とクローズド期間 
原則として無期限（クローズド期間はあ

りません） 

運 用 方 針 

中小型成長株・マザーファンド受益証券

への投資を通じて、信託財産の中長期的

な成長をめざして積極的な運用を行い

ます。 

主要運用対象 

当ファンド 中小型成長株・マザーファンド受益証券

を主要投資対象とします。なお、株式等

に直接投資することもあります。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

わが国の金融商品取引所上場株式のう

ち中小型株を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 株式への実質投資割合に制限を設けま

せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合に制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、基準価額水準及び市場動向

等を勘案して分配を行います。ただし分

配対象額が少額の場合等、委託者の判断

により収益分配を行わないこともあり

ます。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第13期 

（決算日：2018年１月22日） 

 

中小型成長株ファンド 
－ネクストジャパン－ 

（愛称：jnext） 
 

追加型投信／国内／株式 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「中小型成長株ファンド－ネクストジャ

パン－（愛称：jnext）」は、2018年１月22日に第

13期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

９期(2014年１月22日) 12,194 0 69.6 95.9 6,782 

10期(2015年１月22日) 13,633 0 11.8 96.6 5,361 

11期(2016年１月22日) 16,347 0 19.9 96.6 4,987 

12期(2017年１月23日) 21,592 0 32.1 96.2 5,474 

13期(2018年１月22日) 35,079 0 62.5 96.2 9,150 
 

（注１） 当ファンドは、現時点では何らかの理由（課題・困難）により割安な株価ではあるものの、将来への成長機会を持つ（＝企業家精神

溢れる）革新的な高成長企業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用

しておりません。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年１月23日 21,592 － 96.2 

１月末 22,351 3.5 96.2 

２月末 23,288 7.9 96.2 

３月末 23,644 9.5 96.3 

４月末 23,915 10.8 96.4 

５月末 26,071 20.7 95.2 

６月末 26,919 24.7 96.6 

７月末 27,257 26.2 95.2 

８月末 28,489 31.9 95.9 

９月末 29,489 36.6 96.1 

10月末 30,758 42.5 96.1 

11月末 32,227 49.3 94.7 

12月末 33,207 53.8 96.5 

(期  末)    

2018年１月22日 35,079 62.5 96.2 
 

（注１） 騰落率は期首比。 

（注２） 当ファンドは、現時点では何らかの理由（課題・困難）により割安な株価ではあるものの、将来への成長機会を持つ（＝企業家精神

溢れる）革新的な高成長企業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用

しておりません。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2017年１月24日から2018年１月22日まで） 

○基準価額等の推移 

 

  

  
（注１） 当ファンドは、現時点では何らかの理由（課題・困難）により割安な株価ではあるものの、将来への成長機会を持つ（＝企業家精神

溢れる）革新的な高成長企業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用

しておりません。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。 

（注３） 分配金の再投資についてはお客様がご利用のコース等により異なります。また、ファンドの運用経過については、当ファンドのパ

フォーマンスを示したものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なるため、お客様の損益の状況を示すものではありま

せん。 

（注４） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、期首の21,592円を当期最安値としてスタートしたあと、期を通じて概ね上昇基調

となりました。 

期の前半は、大型主力株が外部要因に振られて不安定な動きをする中、比較的好業績の中小型株が選好され

底堅く推移しました。４月に入り地政学リスクの高まりやフランス大統領選挙への警戒感からやや調整しま

したが、相場が反転すると当ファンドも再び上昇基調となり、成長性、収益性の高い銘柄を中心に堅調に推移

しました。 

期の後半は、高値警戒感や地政学リスクの高まりなどを受け下落する局面もありましたが、地政学リスクの

後退と共に上昇に転じました。９月中旬以降、大型株優位の一方、中小型株は軟調な相場展開となるなか、当

ファンドは銘柄選択が奏功し上昇基調を維持し、決算日である2018年１月22日の基準価額は35,079円と期中

最高値で終わりました。    
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○投資環境 

当期の国内株式市場は、期の後半にかけ大きく上昇しました。 

期の前半は、狭いレンジでもみ合う展開からスタートしたあと、３月下旬以降、米政策への不透明感に加え

地政学リスクの高まりや、フランス大統領選挙への警戒感から調整が進みました。 

しかしフランス大統領選挙で中道のマクロン氏が勝利すると反発し、さらに強い米雇用統計や円安を受け

て５月にかけて上昇しました。17年３月期の決算発表を受けて好業績銘柄が買われたことも下支えしました。

米政権によるロシア関与疑惑「ロシアゲート」を巡る不透明感から調整する局面もありましたが、日経平均株

価は６月上旬に節目となる20,000円を回復しました。その後、東京都議選での自民党大敗を受け上値が重くな

ると、北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりや米政策運営の先行き不透明感、大型ハリケーンによる米経済の押

し下げ懸念などによりこう着感の強い展開が続きました。 

期の後半は、衆議院解散報道を受けた経済政策への期待や、米大型税制改革への期待から９月後半に上昇に

転じると、10月も安定政権期待や企業業績改善期待を背景に、大型株主導で続伸しました。海外投資家の買い

が牽引したほか、好調な米株や円安進行も好感され、日経平均株価は戦後最長となる16連騰を記録しました。

11月に入っても好業績が評価された主力大型株を中心に買われ、日経平均株価は一時1992年１月以来となる

23,000円台をつけました。しかしながら、その後は米税制改革法案の先行き不透明感や中東を巡る地政学リス

クへの警戒感から下落し、年末にかけ一進一退の展開となりました。年明け後は世界経済の拡大期待や米株高

を受け急騰し、日経平均株価は24,000円付近まで上昇し期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

主要投資対象である中小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れて運用いたしました。 

＜中小型成長株・マザーファンド＞ 

運用方針に基づき投資を行った銘柄は、成長の壁を経験しながらもこれを克服しようとすることで新たな

成長のステージに入ろうとする革新的な高成長企業です。ボトムアップ調査を行った銘柄のうち、成長性・収

益性・安全性・革新性・株価水準等を総合的に評価判断し、概ね50銘柄を組入れ、逐次銘柄見直しを行いまし

た。また、銘柄分散、時間分散を考慮し、１銘柄で最も組入比率の高いものでも４％程度で行ってまいりました。 

なお、マザーファンドにおける株式の組入比率に関しては、概ね95％以上の株式組入比率を維持しました。

期末の株式組入比率は96.6％となっております。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、現時点では何らかの理由（課題・困難）により割安な株価ではあるものの、将来への成長機

会を持つ（＝企業家精神溢れる）革新的な高成長企業の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであ

り、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用しておりません。 

 

○分配金 

当期は、当ファンドの収益分配方針に基づき、収益分配可能額を算出し、市況動向や基準価額等を考慮した

結果、当期の収益分配は行わないことといたしました。 

なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いた

します。 

 

 
 （単位：円、１口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2017年１月24日～ 
2018年１月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 25,078  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、主要投資対象である中小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れる方針で運用を行い

ます。 

 

＜中小型成長株・マザーファンド＞ 

引き続き、エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の投資助言に基づき、革新的高成長が期待

される企業の株式へ投資を行い信託財産の成長を目指します。 

 

なお、投資助言を行っているエンジェルジャパン・アセットマネジメントでは、以下のようにコメントをし

ています。 

足元の企業業績は内外共に概ね堅調に推移しています。さらには大きな産業構造の変化も着実に起きてい

ます。今年１月には米国のラスベガスで世界最大規模の家電見本市が開催されました。10年前は大型・薄型テ

レビが主役でしたが、その後スマートフォンやタブレット端末に、2017年には自動車やAI（人工知能関連）に

代わり、2018年はさらにその傾向を強めたようです。その他にもドローン、VR、様々なIoT機器（インターネッ

トにつながって機能を発揮する機器）など、多くの電子機器が展示されており、時代の転換点に差し掛かって

いることが鮮明になっています。 

こうした変化は、技術力のある企業にとっては大きなチャンスと言えましょう。実際にある電子部品メー

カーとの個別面談では「高付加価値の部品が売上を伸ばしており、当初はこれがどのような最終製品に使われ

ているのかわからなかったが、調べるとドローン、ロボット、レンタル自転車だった」という話がありました。

また別の電子部品メーカーでも「医療用や電気自動車向けに開発を数年がかりでやってきたのが花開いて、収

益の牽引役になってきている」という話もありました。もちろん、継続的に開発競争で勝ち続ける必要はあり

ますが、新しい市場が立ち上がる中で高品質の部品に対する需要も強く、事業機会が広がっています。また、

新しい市場ゆえに、過去のしがらみに囚われず新しい製品が採用されるケースも多くあるとみられ、新興成長

企業にとっても参入できる可能性が高まっています。技術力と経営戦略で、変化をチャンスにできる企業にも

着目しながら銘柄の厳選に取り組んでまいります。 
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○１口当たりの費用明細 (2017年１月24日～2018年１月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 441  1.616  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (276)  (1.012)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (147)  (0.539)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 18)  (0.065)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 41   0.152   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 41)  (0.152)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.005   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 483   1.773    

期中の平均基準価額は、27,301円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注４） 売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注５） 各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年１月24日～2018年１月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
中小型成長株・マザーファンド 616,388 2,096,000 585,047 1,881,000 

 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○株式売買比率 (2017年１月24日～2018年１月22日) 

 

項 目 
当 期 

中小型成長株・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 10,512,664千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,751,557千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.20   
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月24日～2018年１月22日) 

 

＜中小型成長株ファンド－ネクストジャパン－＞ 

 該当事項はありません。 

 

＜中小型成長株・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 7,214 552 7.7 3,298 210 6.4 

平均保有割合 75.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 10,405千円 
うち利害関係人への支払額（B） 593千円 

（B）／（A） 5.7％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは株式会社ＳＢＩ証券です。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2018年１月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

中小型成長株・マザーファンド 2,093,963 2,125,304 9,114,157 
 

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

中小型成長株・マザーファンド 9,114,157 99.1 

コール・ローン等、その他 84,605 0.9 

投資信託財産総額 9,198,762 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,198,762,829   

 コール・ローン等 84,604,919   

 中小型成長株・マザーファンド(評価額) 9,114,157,910   

(B) 負債 47,999,595   

 未払解約金 35,802,720   

 未払信託報酬 12,034,644   

 未払利息 231   

 その他未払費用 162,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,150,763,234   

 元本 2,608,650,000   

 次期繰越損益金 6,542,113,234   

(D) 受益権総口数 260,865口 

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 35,079円 
 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 

期首元本額 2,535,540,000円 

期中追加設定元本額 1,604,110,000円 

期中一部解約元本額 1,531,000,000円 
 

○損益の状況 (2017年１月24日～2018年１月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       71,692   

 支払利息 △       71,692   

(B) 有価証券売買損益 2,773,104,794   

 売買益 3,433,056,218   

 売買損 △  659,951,424   

(C) 信託報酬等 △  111,944,809   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,661,088,293   

(E) 前期繰越損益金 842,532,972   

(F) 追加信託差損益金 3,038,491,969   

 (配当等相当額) (  1,533,486,420)  

 (売買損益相当額) (  1,505,005,549)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,542,113,234   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,542,113,234   

 追加信託差損益金 3,038,491,969   

 (配当等相当額) (  1,537,087,373)  

 (売買損益相当額) (  1,501,404,596)  

 分配準備積立金 3,503,621,265   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（66,848,829円）、

費用控除後の有価証券等損益額（2,594,239,464円）、信託約款

に規定する収益調整金（3,038,491,969円）および分配準備積

立金（842,532,972円）より分配対象収益は6,542,113,234円

（１口当たり25,078円）ですが、当期に分配した金額はありま

せん。 
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